
事業概要【デジタルトランスフォーメーションによる⼭梨スタートアップ⽀援事業】

令和５年度第１回募集初回採択回⼭梨県申請者

366,909千円（170,591千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R5-R7年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型
学生から社会人までを対象にDX人材の育成を図り、本県の地域産業が必要としているDX人材を確保し、中核的な人材としての活
躍を促すとともに、スタートアップの育成・誘致・定着を図ることでスタートアップなどの魅⼒的な仕事や憧れとなる職場等が増やし、新た
な雇⽤を創出し、産業の⾼付加価値化・地域経済の活性化を図る。

目的・効果

○⼤学生等を対象としたデジタルスキルを獲得する研修を実施。（委託料）64,048千円
○官⺠の保有するデータを流通させ、利活⽤しやすい環境を提供。（委託料） 6,560千円
○空⾶ぶクルマのビジネスモデルの検討・検証（実証実験）を⾏うとともに、社会受容性向上を目的としたイベントを開催。
（委託料、使賃料、委員旅費、役務費、報償費） 17,780千円
○次世代を担うスタートアップ企業の誘致を図るため、スタートアップ企業や企業を志す者が集積する拠点において、シード期のスタートアップ企業
やその予備軍に対して誘致を図る。 （委託料、負担⾦︓負担先QWS､CIC Tokyo、NEXsTokyo） 7,436千円
○県内企業と共創するスタートアップ企業を募集し、オープンイノベーションの専門家が伴⾛支援を⾏うプログラムを実施。
（委託料） 13,200千円
○事業承継期の後継者に対して体系的に経営知識を習得する機会や後継者同士のネットワークを形成する機会を提供することで、後継者の⾃
⼰変⾰を促し、事業承継期の企業成⻑を加速化（委託料）5,305千円
○⾰新的なスタートアップ企業を創出、支援するための支援拠点を運営（委託料）21,482千円
○リニア中央新幹線開業時を⾒据え、県内交通ネットワーク再編のエビデンスとなる人流データを取得、分析、公開することで、モビリティ系スタート
アップの参⼊環境を整備（委託料、委員旅費、報償費）25,780千円
○県内外の⼤学及び国⽴研究所等の研究機関の有望な研究シーズ、⼤学発スタートアップ等の発掘、事業化を支援し、県内企業とのマッチン
グおよび研究の事業化を通して、県内経済の活性化（委託料）9,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

⼭梨県公式ホームページ
https://www.pref.yamanashi.jp/関連URL

①県内企業の付加価値額（＋45,000百万円）
②ＤXマインド醸成講座受講者の内、DXに向けた⾏動を起こすと意
識変化があった受講者の割合（＋90％）
③県内企業と県外スタートアップ企業のオープンイノベーション取り組
み件数（＋15件）
④社会受容性向上イベント参加者数（＋600人）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の目標値

旧制度（推進）


